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授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回
事案の検討 7 同上

事案の検討 4 同上

事案の検討 5 同上

事案の検討 6 同上

イントロダクション・事案の検討１ （第 1 回〜第 15 回まで）
初見の事案について、何が問題となるかの判
断を含めた検討を行うため、テーマを定めて
の事前学習の指示は行わないが、これまで学
習した⺠法の重要なポイント（財産法・家族
法の両方）を全般的に復習しておくことが求
められる。事後学習としては、各回の事案を
通して確認したポイントにつき、定着をはか
るための復習を行うことが求められる。

事案の検討 2 同上

事案の検討 3 同上

演習
2単位

２年次までの間に獲得した⺠法の知識を具体的な場⾯において⽤いることができるように
なるために、主として事例問題を題材として、⺠法（財産法・家族法）の基本的概念およ
び判例を確認しつつ、その応⽤力をつける。基本的に毎回、初見の事例に目を通したうえ
で、どのような点が問題となるか等を検討する。その際、どのような視点から事案を分析
するか、また、検討の過程および結果をどのように構成して表すのが適切かを確認しなが
ら進め、論述能力の涵養を図る。テーマに応じて題材や進め方は異なり、いくつかの場⾯
を簡略な事例において対比しながら行うこともあれば、判例の理解に比較的時間をかける
こともある。場合によっては新しい判例や法改正を扱う。複合的な事例を扱うこともあ
り、また、そもそも何が問題であるか自体を事例から考えることも重要であるため、予め
各回のテーマを示すことはしない。したがって、以下の授業計画には敢えて具体的内容を
示さない。

2年次までの間に獲得した⺠法の知識を、特に、理解の困難な点や議論のある点について
より正確・確実なものとし、具体的な場⾯において⽤いることができるようになることを
目標とする。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

2022年度前期 曜日・時限 水曜2限
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⺠法理論の展開A
森山 浩江
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第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

成績評価方法

履修上の注意

教科書

参考文献

その他

教科書は指定しない。各回の授業時に資料を配付する。

『⺠法判例百選I 総則・物権（第8版）』（有斐閣・2018年）
『⺠法判例百選II債権（第8版）』（有斐閣・2018年）
『⺠法判例百選III親族・相続〔第2版〕』(有斐閣・2018年)
司法研修所編『新問題研究 要件事実 付 -⺠法(債権関係)改正に伴う追補-』（法曹会・
2020年）
司法研修所編『紛争類型別の要件事実〔３訂〕』（法曹会・2021年）

絶対評価
到達目標の達成度につき、期末試験の成績および毎回の授業への取組みの状況（積極性
等）によって、評価を行う（評価の割合は期末試験 80%、取組状況 20%）。2 年次までの
間に獲得した⺠法の知識を⽤いて、具体的な事例の解決を⼀から考えて提示できるように
なることを、単位取得の最低基準とする。

特になし

期末試験 全般につき復習を行う。

事案の検討 13 同上

事案の検討 14 同上

事案の検討 15 同上

事案の検討 10 同上

事案の検討 11 同上

事案の検討 12 同上

事案の検討 8 同上

事案の検討 9 同上
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